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リ
ス
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

幕
末
の
イ
ギ
リ
ス
人
貿
易
商
、Ｊ
・
Ｃ
・

フ
レ
イ
ザ
ー
（1840-1913

）
の
ア
ル
バ
ム

に
は
、一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
に
お
き
た

生
麦
事
件
の
犠
牲
者
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

の
生
前
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
海
時
代
の
知
り
合
い
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
横
浜
だ
け
で
な
く

上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
知
り
合
っ
た
人

び
と
の
写
真
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

活
動
域
の
広
さ
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

幕
末
に
山
手
に
駐
屯
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍

の
士
官
や
、
日
本
政
府
雇
い
（「
お
雇
い
外

国
人
」）の
電
信
技
士
、
あ
る
い
は
競
売
人
、

イ
ギ
リ
ス
大
手
銀
行
の
香
港
上
海
銀
行
の

行
員
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
イ
ギ

リ
ス
人
旧
蔵
ア
ル
バ
ム
の
他
に
、
幕
末
に

活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
外
交
官
、
ア
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ウ
が
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
に
の
こ

し
た
二
冊
の
ア
ル
バ
ム
も
、
今
回
、
久
し

ぶ
り
に
揃
っ
て
展
示
し
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
以
外
で
は
、
一
九
〇
七
年
か

ら
一
七
年
ま
で
駐
横
浜
ベ
ル
ギ
ー
総
領
事

を
つ
と
め
た
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ス
タ
ン
一
家

の
写
真
ア
ル
バ
ム
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
一

八
年
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
ご
子
孫
か
ら
寄

贈
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
ド
イ
ツ
人
輸
入
商
や
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
鉄
工
所
経
営
者
、
ア
メ
リ

カ
人
宣
教
医
ヘ
ボ
ン
の
息
子
の
ア
ル
バ
ム

な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
約
三
〇
冊
の
写

真
ア
ル
バ
ム
を
中
心
に
、
関
係
資
料
も
加

え
て
、
か
れ
ら
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
た
ち
の

歩
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
す
。

�

（
中
武
香
奈
美
）

　

当
館
で
所
蔵
・
保
管
す
る
写
真
ア
ル
バ

ム
の
な
か
に
は
、
外
国
人
向
け
の
お
土
産

と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
日
本
の
風
俗
・

風
景
写
真
帳
の
ほ
か
に
、
横
浜
ゆ
か
り
の

欧
米
外
国
人
が
、
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た

個
人
ア
ル
バ
ム
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
な

か
に
は
ご
子
孫
か
ら
託
さ
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

ア
ル
バ
ム
の
元
の
持
ち
主
は
、
横
浜
を

離
れ
て
本
国
に
帰
っ
た
人
、
次
な
る
新
天

地
に
旅
立
っ
た
人
、
あ
る
い
は
横
浜
で
生

涯
を
終
え
た
人
と
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
横

浜
で
結
婚
し
、
家
族
を
も
っ
た
人
も
い
ま

す
。

　

ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
た
写
真
か
ら

は
、
横
浜
（
日
本
）
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
つ

ね
に
広
く
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
た
、
あ

る
い
は
、
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
た
ち
の
歴
史
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
ル
バ
ム
の
多
数
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
の

こ
し
た
も
の
で
す
。
横
浜
外
国
人
居
留
地

に
暮
ら
し
た
欧
米
外
国
人
の
多
数
が
イ
ギ

コスモポリタン
たちの足跡
―写真アルバムから―

企 画 展

来浜間もない頃のバスタン一家　デニス・ジョーンズ氏（Ms. Denise Jones）寄贈
「駐横浜ベルギー総領事C・バスタン旧蔵資料」中の「写真アルバム」から
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企 画
展

Ｗ
・
Ｂ
・
メ
ー
ソ
ン

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

メ
ー
ソ
ン
（W

illiam
�Benjam

in�M
ason�

1853-1923

）
は
、
一
八
七
五
（
明
治

八
）
年
、
工
部
省
に
招
聘
さ
れ
て
来
日
し

た
イ
ギ
リ
ス
人
電
信
技
師
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
「
お
雇
い
外
国
人
」
の
ひ
と
り
で
あ

る
。「
お
雇
い
外
国
人
」
と
は
、
明
治
政

府
や
県
が
近
代
化
を
進
め
る
た
め
、
好
待

遇
で
日
本
に
招
い
て
日
本
人
の
教
育
に
当

た
ら
せ
た
外
国
人
で
あ
る
。

　

メ
ー
ソ
ン
は
モ
ー
ル
ス
電
信
符
号
の
改

良
に
携
わ
っ
た
り
、
第
一
高
等
学
校
（
旧

制
一
高
）
な
ど
で
英
語
を
教
え
た
。
一
八

九
六
（
明
治
二
九
）
年
、
こ
の
一
高
と
横

浜
在
住
の
外
国
人
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団
体

で
あ
る
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ（Y

okoham
a�Cricket�

&
�A

thletic�Club

）
と
の
国
際
野
球
試

合
を
実
現
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
九

五
年
頃
に
東
京
か
ら
横
浜
山
手
に
移
り
住

ん
だ
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、

関
東
大
震
災
で
死
亡
し
た
。

　

メ
ー
ソ
ン
は
日
本
研
究
者
と
し
て
も
活

躍
し
た
。
一
八
九
三
年
、
同
じ
イ
ギ
リ
ス

人
の
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Basil�

H
all�Cham

berlain

）
と
の
共
著
、『
日

本
旅
行
案
内
』（A

 H
andbook for 

T
ravellers in Japan

）
を
ロ
ン
ド
ン
で

出
版
し
、
第
九
版
ま
で
版
を
重
ね
た
。
こ

れ
は
八
一
年
に
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と

ホ
ー
ズ
が
マ
レ
ー
社
の
世
界
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
出
版

し
、
二
版
（
八
四
年
）
ま
で
手
掛
け
た
本

を
、
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

メ
ー
ソ
ン
の
家
族

　

メ
ー
ソ
ン
は
長
崎
時
代
に
、
金
田
ト
メ

（1858-1945 

シ
カ
、
鹿
子
と
書
く
資
料

も
あ
る
）
と
結
婚
し
、
二
男
を
も
う
け

た
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
に
生
ま

れ
、
父
親
と
同
じ
名
前
の
Ｗ
・
Ｂ
・
メ
ー

ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
と
、
四
歳
下
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ
イ
（Jam

es�D
ay

）・

メ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。

　

な
お
、
メ
ー
ソ
ン
（
父
親
）
と
ト
メ

（
鹿
子
）
の
結
婚
年
に
つ
い
て
は
、
一
八

八
七
（
明
治
二
〇
）
年
四
月
二
九
日
付
の

届
け
（
写
し
）
が
残
っ
て
い
る
が
、
七
七

年
と
す
る
他
の
資
料
も
あ
り
、
は
っ
き
り

し
な
い
。

　

長
男
の
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
は
、

一
〇
年
以
上
に
亘
っ
て
イ
ギ
リ
ス
で
教
育

を
受
け
た
。
帰
国
後
は
横
浜
の
貿
易
会
社

に
勤
め
、
何
度
か
渡
米
も
し
て
い
る
。
約

三
〇
年
の
会
社
勤
め
の
後
、
横
浜
市
や
神

奈
川
県
の
学
校
の
英
語
教
師
に
転
身
し

た
。
最
初
の
妻
に
先
立
た
れ
、
一
九
〇
八

（
明
治
四
一
）
年
、
三
〇
歳
の
時
に
市
瀬

ウ
シ
ノ
（1887-1955

）
と
再
婚
し
て
い

る
。
ウ
シ
ノ
は
、
こ
の
時
二
〇
歳
で
、
国

籍
が
日
本
か
ら
イ
ギ
リ
ス

に
変
わ
っ
た
。

　

ふ
た
り
が
後
年
の
一
九

二
八
（
昭
和
三
）
年
、
イ

ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

旅
行
の
た
め
取
得
し
た
パ

ス
ポ
ー
ト
（
写
し
）
が

残
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
旅

行
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

図
２
は
、
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
一
一
月
二

五
日
に
お
こ
な
わ
れ
た

メ
ー
ソ
ン
家
の
結
婚
式
の

記
念
写
真
で
あ
る
。
新
郎

で
あ
る
次
男
、
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
デ
イ
の
左
隣
に
、
両

親
の
メ
ー
ソ
ン
と
ト
メ

（
鹿
子
）
が
み
え
る
。
そ

し
て
メ
ー
ソ
ン
の
左
後
ろ

に
立
つ
髭
の
人
物
が
、
新
郎
の
兄
の
メ
ー

ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
メ
ー
ソ
ン（
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

横
浜
や
神
戸
、
上
海
に
住
む
外
国
人
た

ち
は
、
居
留
地
時
代
か
ら
定
期
的
に
ス

ポ
ー
ツ
の
イ
ン
タ
ー
ポ
ー
ト
・
マ
ッ
チ
を

開
い
て
交
流
を
も
っ
た
。
図
３
は
、
一
九

一
四
（
大
正
三
）
年
の
元
旦
に
神
戸
で
開

催
さ
れ
た
時
の
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ
と
上
海
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
万
能
だ
っ
た
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ

ニ
ア
）
も
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

出
場
し
、
写
真
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
（
中

列
・
中
央
寄
り
の
口
髭
の
人
物
）。

　

父
親
の
友
人
た
ち
や
自
身
の
イ
ギ
リ
ス

留
学
、
貿
易
会
社
勤
務
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｃ
で
の

活
動
等
を
通
じ
て
、
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ

ア
）
は
日
本
の
外
の
世
界
と
つ
な
が
っ
て

い
た
。

Ｗ・Ｂ・メーソンと家族の足跡

図１　W・B・メーソン

図２　メーソン家の結婚式　大正 6（1917）年11月25日

図３　YCAC と上海のサッカーチームの記念写真
　　　1914（大正 3 ）年元旦、神戸
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関
東
大
震
災
と
メ
ー
ソ
ン
家

　

図
４
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年

に
メ
ー
ソ
ン
家
が
ス
イ
ス
公
使
代
理
副
領

事
に
作
成
し
て
も
ら
っ
た
メ
ー
ソ
ン
（
父

親
）
の
死
亡
証
明
書
（
謄
本
）
で
あ
る
。

原
本
は
イ
ギ
リ
ス
神
戸
総
領
事
館
が
保
管

し
て
い
る
と
あ
る
。
作
成
の
目
的
は
わ
か

ら
な
い
が
、
戦
時
中
、
敵
国
イ
ギ
リ
ス
に

関
す
る
外
交
事
項
は
中
立
国
ス
イ
ス
が
代

行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

証
明
書
に
は
、
震
災
直
前
に
メ
ー
ソ
ン

を
横
浜
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ク
ラ
ブ
で
見
か

け
た
と
い
う
証
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同

ク
ラ
ブ
で
地
震
発
生
直
前
、
メ
ー
ソ
ン
と

言
葉
を
交
わ
し
た
り
、
階
段
を
あ
が
っ
て

図
書
室
へ
と
向
か
う
姿
を
見
た
、
お
そ
ら

く
圧
死
し
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
証
言
で

あ
っ
た
。
メ
ー
ソ
ン
の
遺
体
は
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
七
〇
歳
だ
っ
た
。

　

友
人
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
す
で
に
離

日
し
ス
イ
ス
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
メ
ー

ソ
ン
と
は
頻
繁
に
手
紙
で
や
り
と
り
し
て

い
た
。
メ
ー
ソ
ン
の
死
亡
を
知
る
と
、
次

の
よ
う
に
日
本
の
友
人
に
書
き
送
っ
た
。

「
メ
ー
ソ
ン
の
死
を
私
が
ど
ん
な
に
悲
し

ん
で
い
る
か
、
君
な
ら
分
か
っ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
心
を
半
分
も
ぎ
取

ら
れ
た
よ
う
で
す
」。
ふ
た
り
の
交
友
に

つ
い
て
は
、
本
誌
第
一
二
七
号
（
二
〇
一

五
年
一
月
）
の
「
展
示
余
話
―
愛
知
教
育

大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
・
杉
浦
文
庫
書
簡
』
か
ら
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。

　

父
親
の
メ
ー
ソ
ン
を
喪
っ
た
一
家
は
、

東
京
へ
戻
っ
た
。

Ｙ
校
の
英
語
教
師
へ

　

メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
は
、
横
浜
の

貿
易
会
社
勤
務
を
つ
づ
け
、
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
ま
で
勤
め
た
。
そ
の
後
、

横
浜
市
や
神
奈
川
県
の
学
校
で
英
語
を
教

え
た
。
図
５
は
、
横
浜
市
立
横
浜
商
業
学

校
（
現
、
横
浜
市
立
横
浜
商
業
高
校
、
Ｙ

校
と
呼
ば
れ
る
）
に
勤
め
た
際
の
委
嘱
状

で
あ
る
。
月
給
二
四
〇
円
と
あ
る
。

　

神
奈
川
県
立
横
浜
第
一
高
等
女
学
校

（
現
、
神
奈
川
県
立
横
浜
平
沼
高
校
）
で

も
英
語
を
教
え
て
い
る
。
一
九
三
九
（
昭

和
一
四
）
年
三
月
三
一
日
付
の
委
嘱
状
が

残
さ
れ
て
お
り
、
週
五
時
間
の
授
業
を
担

当
し
、
年
俸
五
〇
〇
円
、
雇
用
期
間
は
一

年
間
と
あ
る
。
こ
の
他
、
東
京
商
科
大
学

（
現
、
一
橋
大
学
）
で
も
教
え
た
。

戦
時
下
の
メ
ー
ソ
ン（
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

図
６
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

六
月
二
日
付
で
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

に
出
さ
れ
た
「
滞
邦
許
可
證
（‘Perm

it�
for�Stay�in�Japan’

）」
で
あ
る
。
戦
時

下
、
日
本
の
敵
国
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の

国
籍
を
も
つ
メ
ー
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

「
帰
国
」
す
る
こ
と
な
く
日
本
に
留
ま

り
、
抑
留
さ
れ
ず
に
自
宅
住
ま
い
を
許
さ

れ
た
が
、
警
察
へ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
妻
ウ
シ
ノ
・
メ
ー
ソ
ン
も
一
九
〇

八
年
の
結
婚
で
イ
ギ
リ
ス
国
籍
と
な
っ
た

た
め
、
夫
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
た
。

　

こ
の
許
可
證
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二

〇
）
年
六
月
～
四
六
年
五
月
の
一
年
間
の

在
住
許
可
だ
っ
た
が
、
二
か
月
足
ら
ず
で

終
戦
を
迎
え
、
不
要
と
な
っ
た
。

戦
後
の
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

戦
後
、
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
は
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
民
間
検
閲
支
隊
Ｃ
Ｃ
Ｄ
（C

ivil�
C

ensorship �D
etachm

ent

）
に
雇
わ

れ
た
。
一
九
四
七
年
～
四
九
年
の
雇
用
書

類
が
残
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
占
領
政
策

を
日
本
人
が
遵
守
し
て
い
る
か
を
調
べ
る

た
め
、
郵
便
や
通
信
電
話
な
ど
の
検
閲
を

お
こ
な
っ
た
部
署
で
あ
る
。

　

メ
ー
ソ
ン
は
一
九
五
三
年
、
東
京
で
没

し
た
。
七
五
歳
で
あ
っ
た
。

　

山
手
の
横
浜
外
国
人
墓
地
に
は
、
初
代

メ
ー
ソ
ン
夫
妻
、
メ
ー
ソ
ン
（
ジ
ュ
ニ

ア
）
夫
妻
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
デ

イ
・
メ
ー
ソ
ン
が
ひ
と
つ
の
墓

石
の
下
に
眠
っ
て
い
る
。

　

資
料
寄
贈
者
の
樋
口
み
ど
り

氏
は
、
初
代
メ
ー
ソ
ン
の
曾
孫

に
あ
た
る
。
こ
こ
に
お
名
前
を

記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
中
武
香
奈
美
）

＊
掲
載
資
料
は
、
す
べ
て
樋
口

み
ど
り
氏
寄
贈
・
当
館
蔵

「
Ｗ
・
Ｂ
・
メ
ー
ソ
ン
関
係
資

料
」
か
ら
。

図４　メーソンの死亡証明書（謄本）　1942（昭和17）年 7 月22日付

図５　横浜市立横浜商業学校嘱託状
　　　昭和10（1935）年 9 月20日付

図６　滞邦許可證　昭和20（1945）年 6 月 2 日付
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展 示
余 話

は
じ
め
に

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
六
月
、
本
町

五
丁
目
に
完
成
し
た
横
浜
市
新
市
庁
舎
の

供
用
が
い
よ
い
よ
は
じ
ま
っ
た
。
市
庁
舎

の
建
設
に
さ
き
だ
っ
て
実
施
さ
れ
た
発
掘

調
査
の
結
果
、
こ
の
地
に
か
つ
て
あ
っ
た

灯
台
寮
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
灯
台
寮

と
は
全
国
の
灯
台
の
建
設
を
担
っ
た
明
治

政
府
の
機
関
で
あ
る
。
敷
地
内
に
建
て
ら

れ
た
試
験
灯
台
は
明
治
の
錦
絵
に
も
描
か

れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
を
ご

存
知
の
方
も
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
。
新
市
庁
舎
の
あ
る
場

所
は
、
近
代
の
灯
台
と
深
い

か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の

で
あ
る
（
発
掘
の
成
果
と
調

査
地
点
の
歴
史
は
、
横
浜
都

市
発
展
記
念
館
・
横
浜
市
歴

史
博
物
館
・
当
館
の
連
携
展

示
で
紹
介
し
て
い
る
）。

　

一
方
、
開
港
直
後
の
横
浜

港
に
、
い
わ
ば
江
戸
時
代
の

灯
台
と
も
言
う
べ
き
「
燈
明

台
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
知

る
方
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

燈
明
台
に
つ
い
て
は
、『
横

浜
も
の
の
は
じ
め
考
』（
第

三
版
、
横
浜
開
港
資
料
館
、

二
〇
一
〇
年
）
が
、
そ
の
姿

や
設
置
場
所
に
つ
い
て
絵
画

資
料
か
ら
解
説
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
築
造
に
関
わ

る
事
柄
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
近
代
灯
台

の
前
身
と
も
言
え
る
横
浜
の
燈
明
台
に
つ

い
て
、
築
造
と
維
持
に
ま
つ
わ
る
そ
の
一

端
を
文
献
史
料
か
ら
紹
介
し
た
い
。

外
国
奉
行
の
上
申
書

　

横
浜
の
開
港
は
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
六
月
二
日
。
そ
の
翌
月
の
七
月
、
酒

井
忠
行
ら
六
名
の
外
国
奉
行
は
老
中
に
、

燈
明
台
の
建
築
と
経
費
に
か
か
わ
る
次
の

上
申
書
を
提
出
す
る
（
史
料
の
原
文
を
読

み
下
し
、
一
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
す

る
な
ど
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
の
改
変

を
ほ
ど
こ
し
た
）。

（
前
略
）
こ
の
度
御
取
り
建
て
相
成
候
横

浜
海
岸
波
戸
場
へ
、
諸
廻
船
と
も
一
旦
著

（
着
）
船
致
さ
ず
候
て
は
、
改
め
方
行
き

届
き
が
た
く
候
に
付
き
、
右
の
趣
き
御
触

れ
達
し
相
成
、
且
つ
右
波
戸
場
の
儀
、
す

べ
て
御
入
用
を
も
っ
て
御
築
き
立
て
相
成

候
処
、
海
面
へ
突
き
出
し
居
り
、
波
当
て

強
く
こ
れ
あ
る
べ

く
候
間
、
絶
え
ず

御
（
修
）
繕
御
手

数
相
掛
り
申
す
べ

く
候
、
并
び
に
燈

明
台
こ
れ
な
く
て

は
差
し
支
え
候
は

顕
然
に
こ
れ
あ
り

候
間
、
是
又
御
取

り
建
て
相
成
候
見

込
み
に
候
え
ど

も
、
是
も
っ
て
毎

夜
の
油
代
・
そ
の

余
時
々
破
損
所
出

来
、
年
中
の
御
入

用
高
を
取
り
束
ね

候
え
ば
少
か
る
ま

じ
く
、
右
は
何
れ

を
も
同
所
入
津
致

し
候
船
々
の
た
め

設
け
さ
せ
ら
れ
候

御
場
所
の
儀
に
付

き
、
移
住
商
人
共

よ
り
出
金
致
さ
せ

候
て
も
不
相
当
に

は
こ
れ
な
く
候
え
ど
も
、
新
規
御
開
き
の

地
、
右
躰
の
取
り
計
ら
い
致
し
候
て
は
、

移
住
の
面
々
気
乗
も
宜
か
る
ま
じ
く
、

種
々
差
し
支
え
も
こ
れ
あ
り
候
に
付
き
、

こ
の
度
も
ま
ず
御
入
用
を
も
っ
て
御
取
り

建
て
相
成
、
以
来
の
儀
は
大
坂
・
長
崎
・

浦
賀
・
箱
館
・
新
潟
等
に
て
港
役
銭
・
石

銭
等
の
唱
を
も
っ
て
取
り
立
て
候
振
り
合

い
に
見
合
わ
せ
、
御
開
港
場
出
入
り
の

船
々
よ
り
船
積
石
高
に
応
じ
石
銭
取
り
立

て
、
右
を
も
っ
て
御
入
用
に
引
き
当
て
候

方
、
諸
港
同
様
の
振
り
合
い
に
も
相
成
、

諸
般
の
御
都
合
し
か
る
べ
く
候
に
付
き
、

右
の
趣
き
を
も
取
り
束
ね
、
早
々
御
触
れ

達
し
こ
れ
あ
り
候
様
仕
り
た
く
、
御
開
港

御
用
取
り
扱
い
候
向
々
申
し
談
じ
候
処
、

一
同
存
じ
寄
り
こ
れ
な
き
旨
申
し
聞
け

候
、
こ
れ
に
依
り
別
紙
御
触
案
相
添
え
、

こ
の
段
申
し
上
げ
候
、
以
上
。

　

未
七
月

　
　
　
　
　
　
　

酒
井
隠
岐
守
（
忠
行
）

　
　
　
　
　
　
　

新
見
豊
前
守
（
正
興
）

　
　
　
　
　
　
　

水
野
筑
後
守
（
忠
徳
）

　
　
　
　
　
　
　

村
垣
淡
路
守
（
範
正
）

　
　
　
　
　
　
　

堀　

織
部
正
（
利
熙
）

　
　
　
　
　
　
　

加
藤
壱
岐
守
（
則
著
）

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古

文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
』
二
五
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
、
一
八
九

号
史
料
。
原
資
料
は
「
外
務
省
引
継
書
類

之
内
租
税
事
件
」）

燈
明
台
建
造
の
経
緯

　

開
港
直
前
、
現
在
の
大
さ
ん
橋
の
た
も

と
の
位
置
に
二
本
の
「
波
戸
場
」（
波
止

開港直後、横浜港の燈明台

図１　燈明台（常夜灯）　『横浜開港見聞誌』二編　五雲亭貞秀画　文久 2 年（1862）　当館蔵
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場
、
突
堤
）
が
幕
府
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ

て
い
た
。
幕
府
に
は
、
国
内
の
輸
送
船
を

す
べ
て
こ
の
波
戸
場
に
着
岸
さ
せ
、
荷
物

の
検
査
を
実
施
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
多
数
の
船
が
波
戸
場
を

利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、

開
港
直
後
の
こ
の
時
期
（
七
月
）
ま
だ
燈

明
台
が
な
く
、
着
岸
に
差
し
支
え
が
あ
る

の
は
あ
き
ら
か
だ
っ
た
。
燈
明
台
と
は
夜

間
、
船
舶
の
目
印
に
な
る
灯
り
を
点
灯
す

る
施
設
だ
が
、
近
代
の
灯
台
よ
り
は
小
型

の
建
築
物
で
あ
る
。

　

波
戸
場
と
燈
明
台
は
入
港
の
船
舶
の
た

め
に
築
造
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

幕
府
は
商
人
た
ち
か
ら
そ
の
経
費
を
徴
収

し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し

か
し
、
横
浜
の
場
合
は
新
た
に
幕
府
が
開

い
た
土
地
で
あ
り
、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て

出
店
し
た
商
人
た
ち
も
い
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
移
住
し
た
ば
か
り
の
商
人
に

出
金
を
命
じ
た
ら
「
気
乗
も
宜
か
る
ま
じ

く
」、
つ
ま
り
気
分
が
よ
く
な
い
だ
ろ
う

と
外
国
奉
行
は
商
人
の
心
情
を
お
も
ん
ば

か
る
。

　

そ
こ
で
、
外
国
奉
行
は
幕
府
の
経
費
で

燈
明
台
を
建
造
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

そ
し
て
、
建
造
後
に
必
要
と
な
る
毎
晩
の

灯
油
代
や
、
破
損
時
の
修
繕
費
用
な
ど

は
、
ほ
か
の
港
湾
都
市
で
す
で
に
実
施
し

て
い
る
「
港
役
銭
」「
石
銭
」
の
よ
う

に
、
出
入
港
す
る
船
か
ら
徴
収
し
て
は
ど

う
か
と
上
申
し
た
の
で
あ
る
。

港
湾
使
用
税

　

こ
の
一
種
の
「
港
湾
使
用
税
」
の
内
容

は
別
紙
の
「
御
触
案
」（
規
則
案
）
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
諸
船
神
奈
川
御
開

港
場
に
て
荷
物
積
み
候

分
は
勿
論
、
た
と
え
沖

積
み
い
た
し
、
又
は
沖

に
て
瀬
取
致
し
候
と

も
、
同
所
へ
来
る
船
は

出
入
と
も
荷
物
の
多
少

に
よ
ら
ず
、
そ
の
船
石

高
に
応
じ
壱
石
に
付
き

三
銭
ず
つ
の
積
り
、
石

銭
差
し
出
す
べ
き
事
。

　

但
し
、
近
在
近
浦
小

船
・
茶
船
の
類
は
、
一

枚
帆
五
石
の
積
り
を

も
っ
て
、
帆
数
に
応
じ

壱
石
に
付
き
三
銭
ず
つ

差
し
出
す
べ
く
候
事
。

一
、
積
み
荷
物
こ
れ
な

き
か
ら
（
空
）
船
に
て

出
入
候
節
は
、
波
戸
場
番
所
へ
相
断
り
改

め
を
受
け
、
石
銭
差
し
出
す
に
及
ば
ざ
る

事
。

　

右
の
通
り
相
心
得
、
出
入
と
も
改
め
を

請
け
、
著
（
着
）
津
の
上
石
銭
差
し
出
し

候
わ
ば
、
番
所
よ
り
切
手
を
受
け
荷
揚
げ

致
し
、
出
船
の
節
右
切
手
相
納
め
、
出
船

の
切
手
受
け
取
り
申
す
べ
き
事
。

　

但
し
、
石
銭
差
し
出
し
方
の
儀
、
荷
主

に
て
も
船
主
に
て
も
勝
手
次
第
た
る
べ
き

事
。

　

右
の
趣
き
、
御
料
は
御
代
官
、
私
領
は

領
主
・
地
頭
よ
り
触
れ
知
ら
す
べ
き
も
の

也
。

　

未
七
月

　

つ
ま
り
、
横
浜
（
神
奈
川
）
の
開
港
場

に
来
航
す
る
和
船
に
対
し
て
、
荷
物
の
量

で
は
な
く
船
の
サ
イ
ズ
（
積
載
可
能
量
）

に
よ
っ
て
、
一
石
（
約
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
つ
き
三
銭
（
約
六
〇
円
）
ず
つ
、

石
銭
と
い
う
港
湾
使
用
税
を
徴
収
し
よ
う

と
い
う
の
で
あ
る
。
石
銭
は
入
港
の
際
に

波
戸
場
番
所
に
支
払
い
、「
切
手
」（
証
明

書
）
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
荷
揚
げ
を
お

こ
な
う
。
そ
し
て
、
出
港
の
と
き
に
こ
の

切
手
は
番
所
に
返
却
す
る
と
と
も
に
、
出

港
の
切
手
を
ま
た
別
途
受
け
取
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
規
則
書
の
後
段
（
引
用
省

略
）
に
は
、
波
戸
場
と
燈
明
台
の
修
復
費

用
と
し
て
こ
の
石
銭
を
徴
収
す
る
と
の
旨

も
付
記
さ
れ
て
い
る
。

老
中
の
判
断

　

外
国
奉
行
の
上
申
（「
伺
」）
を
受
け
た

老
中
は
、
燈
明
台
の
建
築
に
つ
い
て
伺
い

の
通
り
幕
府
の
経
費
で
建
造
し
て
よ
い
と

こ
れ
を
承
認
す
る
。
た
だ
し
、
な
る
べ
く

経
費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
「
目
論
見
帳
」

（
予
算
書
）
を
提
出
す
る
こ
と
、
そ
し

て
、
石
銭
は
外
国
商
船
か
ら
も
徴
収
す
る

こ
と
を
神
奈
川
在
留
の
外
国
領
事
に
交
渉

し
、
そ
の
談
判
が
整
っ
た
う
え
で
触
れ
を

発
布
す
る
よ
う
指
示
す
る
。
さ
ら
に
、
浦

賀
で
す
で
に
石
銭
を
徴
収
し
て
い
る
事
例

も
鑑
み
、
浦
賀
奉
行
に
も
連
絡
し
て
税
率

な
ど
を
調
査
し
て
再
度
上
申
す
る
こ
と
を

命
じ
た
。
こ
の
老
中
の
指
示
を
承
知
し
た

旨
の
外
国
奉
行
の
一
筆
（「
承
付
」）
は
安

政
六
年
一
二
月
二
九
日
付
け
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
老
中
の
判
断
に
は
ず
い
ぶ
ん
と

時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
後
の
展
開
と
実
際
の
燈
明
台
の
建

造
時
期
に
つ
い
て
は
今
回
く
わ
し
い
調
査

を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
横
浜

も
の
の
は
じ
め
考
』
が
絵
画
資
料
か
ら
、

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
こ
ろ
に
横

浜
西
波
止
場
西
突
堤
（
最
初
の
二
本
の
突

堤
の
内
西
側
）
根
元
に
常
夜
灯
（
燈
明

台
）
が
設
置
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
か

ら
、
最
初
の
横
浜
港
の
燈
明
台
は
万
延
元

年
一
月
か
ら
三
月
の
あ
い
だ
に
着
工
・
完

成
し
た
、
と
言
っ
て
よ
い
と
考
え
て
い

る
。

�

（
吉
㟢
雅
規
）

図２　「横浜海岸図会」（部分）　歌川広重（ 2 代）画　万延元年（1860）3月　当館蔵
手前の波止場（西波止場西突堤）の根本に見える灯篭のような建物が燈明台。
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資料
よもやま話

　

横
浜
の
銭
湯
経
営
者
に
石
川
県
人
が
多

い
こ
と
は
、『
開
港
の
ひ
ろ
ば
』
第
一
三

九
号
の
拙
稿
「
北
陸
地
方
か
ら
横
浜
へ
」

で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
五
九

（
安
政
六
）
年
の
開
港
以
降
、
開
港
場
と

な
っ
た
横
浜
に
は
、
各
地
か
ら
様
々
な
人

が
移
住
、
国
際
的
な
都
市
を
形
づ
く
っ
て

い
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
石
川
県
人
を

中
心
と
す
る
北
陸
地
方
出
身
者
は
、
都
市

生
活
者
に
入
浴
の
機
会
を
提
供
す
る
銭
湯

を
営
み
、新
天
地
に
根
を
張
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
国

内
外
の
移
住
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
横

浜
の
性
格
を
考
え
て
い
く
上
で
も
意
義
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

以
前
、当
館
と
横
浜
市
歴
史
博
物
館
は
、

企
画
展
示
「
銭
湯
と
横
浜
」（
二
〇
一
八

年
一
月
～
四
月
）
の
準
備
と
し
て
、
能
登

半
島
の
現
地
調
査
を
行
い
、
銭
湯
経
営
者

の
寄
進
物
の
存
在
を
確
認
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
は
横
浜
に
移
住
し
て
き
た
銭
湯
経
営

者
を
知
る
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
り
得

る
。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
九
月
、
公

益
財
団
法
人
日
本
科
学
協
会
の
笹
川
科
学

研
究
助
成
を
得
た
当
館
と
横
浜
都
市
発
展

記
念
館
は
、現
地
の
学
芸
員
等
と
と
も
に
、

石
川
県
鹿
島
郡
中
能
登
町
の
追
加
調
査
を

実
施
、
同
町
の
神
社
か
ら
さ
ら
に
多
く
の

寄
進
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
は
こ
の
調
査
の
成
果
を
報
告
し
つ

つ
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
銭
湯
経

営
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

銭
湯
経
営
者
の
出
身
地

　

管
見
の
限
り
、
戦
前
の
石
川
県
人
会
の

名
簿
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一

〇
月
に
県
人
社
の
発
行
し
た
『
石
川
県
人

全
誌
友
名
簿
』
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、

銭
湯
経
営
者
の
出
身
地
を
分
析
す
る
に
は

不
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦

後
、
一
九
六
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
北
陸
新

聞
社
編
『
全
国
石
川
県
人
会
総
合
名
簿
』

や
、
東
京
石
川
県
人
会
編
『
東
京
石
川
県

人
会
会
員
名
簿
』
な
ど
を
分
析
す
る
と
、

東
京
の
銭
湯
経
営
者
の
出
身
地
は
能
登
半

島
の
鹿
島
郡
と
羽
咋
郡
が
圧
倒
的
に
多

く
、
次
い
で
七
尾
市
が
そ
れ
に
続
く
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
銭
湯
経
営

者
の
出
身
地
は
、
能
登
半
島
で
も
中
能
登

地
域
、
南
西
の
羽
咋
か
ら
北
東
の
七
尾
に

広
が
る
邑お
う

知ち

潟が
た

平
野
が
そ
の
中
心
地
だ
っ

た
。お
そ
ら
く
戦
前
の
状
況
も
変
わ
ら
ず
、

横
浜
の
銭
湯
経
営
者
の
出
身
地
も
主
に
こ

の
地
域
だ
っ
た
と
類
推
で
き
る
。

　

さ
ら
に
鹿
島
郡
内
の
町
村
で
出
身
者
が

最
も
多
か
っ
た
の
は
、
旧
鹿
島
町
（
現
・

中
能
登
町
）
で
あ
る
。
旧
鹿
島
町
は
一
九

五
五
年
に
越
路
町
、
御
祖
村
、
滝
尾
村
、

久
江
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で
、
七

尾
街
道
、
邑
知
潟
平
野
と
接
す
る
南
側
の

丘
陵
に
沿
っ
て
各
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
集
落
の
一
つ
に
、
第
一
三
九
号

で
紹
介
し
た
久
江
が
あ
り
、
今
回
、
同
集

落
の
久
氐
比
古
神
社
を
再
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
。

久
氐
比
古
神
社
の
寄
進
物

　

久
氐
比
古
神
社
で
は
、
鳥
居
、
狛
犬
、

戦
争
記
念
碑
な
ど
に
銭
湯
経
営
者
の
名
前

が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
第
一
三
九
号

で
も
紹
介
し
た
鳥
居
は
「
東
京
横
浜
楽
心

会
」
と
い
う
団
体
が
一
九
二

二
（
大
正
一
一
）
年
一
一
月

に
寄
進
し
た
も
の
で
、
左
右

の
柱
に
は
五
四
人
の
寄
進
者

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
東
京
や
横
浜
の
浴
場

組
合
名
簿
と
照
合
す
る
と
、

少
な
く
と
も
、
三
三
人
が
銭

湯
経
営
者
で
、
横
浜
で
銭
湯

を
営
む
富
山
富
男
（
富
士
見

町「
越
の
湯
」）、
門
久
吉（
蒔

田
「
栄
久
館
」）、
石
田
宇
太

郎
（
西
戸
部
町
「
羽
沢
湯
」）、

中
村
宇
太
郎
（
伊
勢
佐
木
町

「
利
世
館
」）
の
名
前
も
あ
っ

た
。
こ
こ
か
ら
東
京
横
浜
楽

心
会
は
銭
湯
経
営
者
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
た
団
体
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
二

月
に
建
立
さ
れ
た
狛
犬
に
も
中
村
宇
太

郎
、門
久
吉
の
名
前
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、

一
九
二
一
年
四
月
に
東
京
道
具
交
睦
会
が

建
立
し
た
戦
争
記
念
碑
に
は
、
東
京
市
芝

区
西
応
寺
町
で
「
金
春
湯
」
を
営
む
道
具

又
右
衛
門
の
名
前
が
大
き
く
刻
ま
れ
て
い

る
。
道
具
は
東
京
横
浜
楽
心
会
の
鳥
居
の

筆
頭
に
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
久
江
出

身
の
銭
湯
経
営
者
た
ち
の
中
心
人
物
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、
道
具
は
同
郷
の
後
輩
た
ち
を
支

援
し
、
銭
湯
経
営
者
に
育
て
上
げ
て
い
っ

た
。
例
え
ば
、
東
京
府
南
葛
飾
郡
砂
町
で

「
鶴
の
湯
」
を
経
営
し
て
い
た
松
田
彦
治

は
、一
四
歳
と
な
る
一
九
一
四
年
に
上
京
、

道
具
の
経
営
す
る
東
京
市
本
所
区
松
倉
町

「
寿
湯
」
に
入
っ
て
子
分
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
一
二
年
間
修
業
し
た
後
、「
鶴
の
湯
」

を
借
り
て
独
立
、
そ
の
後
、「
鶴
の
湯
」

を
買
い
取
っ
て
自
家
浴
場
と
し
た
（『
浴

場
評
論
』
第
一
号
、
一
九
三
五
年
一
月
）。

こ
の
松
田
の
活
動
の
背
景
に
は
、
同
郷
者

で
あ
り
、
親
分
で
も
あ
る
道
具
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

　

さ
ら
に
同
郷
者
の
支
援
は
横
浜
で
も

あ
っ
た
。
松
田
は
努
力
し
て
「
鶴
の
湯
」

の
営
業
を
続
け
た
も
の
の
、
昭
和
恐
慌
等

の
影
響
で
そ
れ
を
手
放
す
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
こ
で
松
田
は
妻
の
叔
父
で
あ
る
富

山
富
男
の
支
援
を
受
け
、
横
浜
に
移
住
、

一
九
三
〇
年
一
二
月
か
ら
福
富
町
の
「
福

富
湯
」（
所
有
者
は
元
横
浜
浴
場
組
合
連

合
会
会
長
の
前
田
又
五
郎
）
を
経
営
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
富
山
は
前
田
と
交
渉
し

能登半島に残る「横浜」
―銭湯経営者の寄進物調査―

図１　奈鹿曽彦神社の狛犬調査



7

た
上
で
、
松
田
に
「
福
富
湯
」
を
提
供
し

た
の
で
あ
る
。
久
江
出
身
者
の
結
束
の
固

さ
が
う
か
が
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
久
氐
比
古
神
社
の
寄

進
物
を
分
析
す
る
と
、
久
江
出
身
者
が
京

浜
地
域
の
浴
場
業
界
に
根
を
張
り
、
相
互

に
助
け
合
い
な
が
ら
銭
湯
を
経
営
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
一
九
二
九

年
段
階
で
、
富
山
富
男
は
伊
勢
佐
木
警
察

署
管
内
湯
屋
営
業
組
合
の
組
合
長
、
門
久

吉
は
寿
警
察
署
管
内
湯
屋
営
業
組
合
の
組

合
長
を
務
め
て
お
り
、
横
浜
市
中
心
部
の

浴
場
組
合
の
代
表
者
は
久
江
出
身
者
で
占

め
ら
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
久
江
集
落
が

銭
湯
経
営
者
輩
出
の
中
心
地
の
一
つ
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

久
江
周
辺
集
落
の
寄
進
物

　

同
じ
よ
う
に
久
江
周
辺
集
落
の
神
社
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
旧
鹿
島
町
尾
崎
の
八

幡
神
社
と
、
同
曽
祢
の
奈
鹿
曽
彦
神
社
に

お
い
て
も
横
浜
で
銭
湯
を
営
む
人
物
の
寄

進
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず

前
者
で
は
、
鳥
居
に
「
横
浜
市 

福
井
正
」

の
文
字
が
確
認
で
き
、
浴
場
組
合
名
簿
と

照
合
す
る
と
、
末
広
町
「
吉
富
湯
」
の
経

営
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
福
井
は

富
山
富
男
が
組
合
長
を
務
め
る
伊
勢
佐
木

警
察
署
管
内
湯
屋
営
業
組
合
に
属
し

て
お
り
、
当
然
、
両
者
の
間
に
は
接

点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
後
者
で
は
、
一
九
二
七（
昭

和
二
）
年
八
月
建
立
の
狛
犬
と
、
一

九
四
〇
年
建
立
の
灯
籠
に
銭
湯
経
営

者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
狛
犬
に
は
、「
横
浜
市
岡
野
町

九
番
地 
前
田
良
太
郎 

前
田
芳
雄
」

と
あ
り
、
前
田
良
太
郎
は「
岡
野
湯
」

の
経
営
者
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
芳

雄
は
親
族
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
灯
籠

に
も
前
田
良
太
郎
の
名
前
が
あ
る
ほ

か
、
横
浜
の
銭
湯
経
営
者
と
し
て
、

長
田
澄
道
（
初
音
町
「
松
の
湯
」）、

石
田
孝
二
（
市
場
町
「
竹
之
湯
」）、

角
屋
栄
吉（
潮
田
町「
第
八
六
角
湯
」）

の
名
前
も
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
灯
籠
が

東
京
と
横
浜
の
銭
湯
経
営
者
に
よ
っ

て
寄
進
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
東

京
の
銭
湯
経
営
者
と
し
て
三
屋
四
郎

三
郎
（
江
戸
川
区
逆

井
町
「
宮
の
湯
」）、

前
田
重
照
（
城
東
区

亀
戸
町「
松
葉
湯
」）、

前
田
吉
盛
（
荒
川
区

尾
久
町「
鶴
の
湯
」）、

前
田
竹
應
（
城
東
区

大
島
町「
春
日
湯
」）、

金
西
治
左
衛
門
（
本

所
区
緑
町
「
小
松

湯
」）
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う

ち
前
田
重
照
は
、
横
浜
の
銭
湯
で
修
業
し

た
後
、
平
塚
の
銭
湯
を
経
て
、
東
京
の
銭

湯
経
営
者
に
な
っ
た
と
い
う
（『
新
宿
浴

場
組
合
一
五
年
の
歩
み
』）。
先
の
松
田
彦

治
の
例
も
そ
う
だ
が
、
京
浜
間
の
銭
湯
経

営
者
の
移
動
も
あ
っ
た
。

旧
鹿
西
町
の
寄
進
物

　

邑
知
潟
平
野
の
北
側
と
接
す
る
丘
陵
部

に
は
、
旧
鹿
西
町
（
現
・
中
能
登
町
）
の

集
落
が
続
い
て
い
る
。旧
鹿
島
町
と
比
べ
、

京
浜
地
域
の
銭
湯
経
営
者
は
少
な
い
が
、

徳
丸
の
能
登
貴
船
神
社
と
能
登
部
下
の
能

登
比
咩
神
社
で
横
浜
の
銭
湯
関
係
者
の
寄

進
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
前
者
の
狛
犬
は
一
九
三
五
（
昭
和

一
〇
）
年
八
月
に
横
浜
在
住
の
山
本
安
次

郎
が
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
田
健
太

郎
編
『
昭
和
四
年
三
月
調
査 

六
大
都
市

府
県
下
浴
場
名
鑑
』（
浴
場
新
聞
社
、
一

九
二
九
年
）
に
は
、
南
幸
町
「
新
鷹
の
湯
」

の
経
営
者
と
し
て
「
山
本
安
治
郎
」
の
名

前
が
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
能
登
比
咩
神
社
の
鳥
居
に
は
、

「
奉
寄
進 

横
浜
市
福
富
町
一
丁
目
三
十
一

番
地 

永
瀬
啓
太
郎
」
と
大
き
く
刻
ま
れ

て
い
る
。
永
瀬
啓
太
郎
は
浴
場
用
ガ
ラ
ス

製
品
の
問
屋
を
営
ん
で
お
り
、『
浴
場
評

論
』
第
一
号
に
は
、「
福
富
町
に
は
、
富

山
（
富
男
―
引
用
者
注
）
聯
合
会
長
の
義

兄
に
し
て
浴
場
業
に
最
も
関
係
の
深
い
永

瀬
啓
太
郎
氏
を
始
め
平
川
、
小
林
諸
氏
何

れ
も
巨
万
の
資
産
家
が
自
力
更
生
の
範
を

示
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
単
独

で
鳥
居
を
寄
進
し
て
い
る
点
か
ら
も
横
浜

に
お
け
る
永
瀬
の
成
功
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
永
瀬
は
富
山
富
男
と
も
親
戚
で
、

横
浜
の
銭
湯
業
界
は
鹿
島
郡
内
の
人
脈
に

よ
っ
て
動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

京
浜
地
域
の
銭
湯
に
関
す
る
歴
史
資
料

は
、
関
東
大
震
災
や
空
襲
に
よ
っ
て
多
く

が
失
わ
れ
て
い
る
が
、「
横
浜
」
と
刻
ま

れ
た
能
登
半
島
の
寄
進
物
は
、
失
わ
れ
た

歴
史
、
銭
湯
経
営
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
現
在
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

�

（
吉
田
律
人
）

※
現
地
調
査
は
中
能
登
町
ふ
る
さ
と
創
修

館
の
坂
下
博
晃
氏
、
金
沢
工
業
大
学
の
清

水
節
氏
と
共
同
で
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

図２　能登比咩神社の鳥居

図３　寄進者の名前
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ミ ニ
展 示

▼企画展
（1） コスモポリタンたちの足跡
　　―写真アルバムから―
　会期：2020年10月３日（土）～
� 2021年１月24日（日）

（2） レンズ越しの被災地、横浜
　　―カメラマンたちの関東大震災― （仮称）
　会期：2021年１月30日（土）
� ～４月18日（日）（予定）
　東日本大震災の発生から10年を迎えよう
としています。発災後の悲惨な状況は、テレ
ビカメラだけでなく、写真を通じて全世界
に広がり、様々な媒体に記録されていきま
した。これと同じような状況が約100年前の
横浜でもありました。1923年９月１日に発生
した関東大震災です。横浜の写真師や新聞
社のスタッフは被災地の様子をカメラに収
め、各地へ発信していきました。本展示では、
関東大震災時のガラス乾板を中心に、カメ
ラマンたちが捉えた横浜の姿に迫っていき
ます。

▼ 展示図録『コスモポリタンたちの足跡―
写真アルバムから―』の販売

　A�4�判、48頁、オールカラー、1,000円＋税
　各アルバムに収められた写真を中心とす
る約200点の出陳資料を収録。アーネスト・

サトウやベルギー総領
事一家、そして横浜外
国人居留地に暮らした
さまざまな人びとが歩
んだそれぞれの歴史を
写真とともにたどりま
す。

▼濱ともデーについて
　2021年３月31日までの毎月第２水曜日に
濱ともデーを開催します。
　この日は、横浜市内在住65歳以上の方限
定で、100円の入館料が無料となります。
＊ご入館の際に「濱ともカード」をご提示く
ださい。

▼閲覧室の利用について
　閲覧室のご利用は、事前予約制（先着順）
といたします。
　閲覧希望日直近の日曜日までに、電話で
予約してください。予約なしでの入室はで
きません。

＊詳細は、当館ホームページでご確認いた
だくか、電話でお問い合わせください。

開室時間　10：00～12：00、�13：30～15：30
休 室 日　�月曜日・火曜日（祝日の場合は翌

日）、資料整理日、年末年始など
電話番号　045－201－2150（直通）
電話受付時間（開室日のみ）
　　　　　10：00～12：00、�13：00～16：00

＊混雑緩和のため、ご入館にはオンライン
による事前予約（日時指定）が必要です。
＊今後の状況により、開館日や開催内容等
を変更する場合がございます。最新情報は、
当館ホームページ（http://www.kaikou.city.
yokohama.jp/）でご確認ください。

休館日・休室日のお知らせ
（10/3��～��1/24）

展示設営及び資料整理のため、以下の日
はお休みさせて頂きます。なお、毎週月
曜日は通常の休館日となり、閲覧室は毎
週月曜日・火曜日ともに休室いたします。
＊11/23、1/11は開館いたします。
＊11/3は閲覧室を開室いたします。

展示室 11/24㈫、12/29㈫ ～1/3
㈰、1/12㈫

閲覧室 上記及び11/4㈬、11/25㈬、
1/13㈬

　

日
々
の
出
来
事
を
つ
づ
っ
た
日
記
は
、

過
去
の
事
象
を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
と

な
り
う
る
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年

九
月
一
日
、
後
に
国
文
学
者
と
し
て
大
成

し
、
國
學
院
大
學
の
学
長
を
務
め
る
佐
藤

謙
三
は
、
自
宅
の
あ
る
橘
樹
郡
保
土
ケ
谷

町
（
現
・
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）
で
関
東

大
震
災
に
遭
遇
し
た
。
当
時
一
二
歳
の
謙

三
は
神
奈
川
県
立
横
浜
第
二
中
学
校
（
現
・

翠
嵐
高
等
学
校
）
の
一
年
生
で
、
日
記
や

回
想
に
そ
の
時
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
の
第
二
中
学
校
は
七
月
二
六
日

か
ら
九
月
五
日
ま
で
が
夏
季
休
暇
で
、
謙

三
は
海
水
浴
な
ど
を
し
て
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
が
、
九
月
一
日
以
降
、
日
記
は
地

震
の
記
述
で
埋
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
端

緒
と
な
る
一
日
は
、「
母
上
ノ
留
守
中
、
午

前
十
二
時
四
分
前
、大
地
シ
ン
ガ
ア
ッ
タ
。

家
ガ
大
変
、
タ
オ
レ
タ
。
火
事
モ
諸
々
ニ

ア
リ
、
母
上
ハ
二
時
頃
カ
へ
ラ
レ
タ
。
横

浜
ハ
ホ
ト
ン
ド
全
滅
ダ
ッ
タ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
神
奈
川
県
編
・
発
行
の
『
神
奈

川
県
震
災
録
』（
一
九
二
七
年
）
に
よ
れ
ば
、

保
土
ケ
谷
町
の
被
災
戸
数
は
三
四
一
〇
戸
、

死
傷
者
は
一
〇
三
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
死

者
・
行
方
不
明
者
の
数
は
六
四
三
人
に
上
っ

た
。
こ
の
数
は
橘
樹
郡
内
で
最
も
多
く
、

臨
海
部
の
川
崎
町
や
鶴
見
町
、
潮
田
町
な

ど
を
上
回
っ
て
い
た
。

　

五
日
、第
二
中
学
校
に
赴
い
た
謙
三
は
、

日
記
に
「
午
前
、
学
校
ヘ
行
ッ
タ
。
ツ
ブ

レ
ナ
カ
ッ
タ
ガ
、
所
々
コ
ワ
レ
テ
イ
タ
。

避
難
所
ニ
ナ
ッ
テ
居
タ
」と
記
し
た
ほ
か
、

横
浜
方
面
に
行
っ
た
翌
日
に
は
、「
実
ニ
悲

惨
ダ
ッ
タ
」と
感
想
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、

七
日
に
は
、「
ダ
ン
ダ
ン
、
世
ノ
中
ガ
オ
チ

ツ
イ
テ
キ
タ
ガ
、夜
ノ
番
ガ
マ
ダ
大
変
ダ
」

と
あ
り
、
混
乱
す
る
被
災
地
の
状
況
が
う

か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
九
月
を
総
括
す
る
感
想
に
は
、

「
古
今
未
曾
ノ
大
地
震
ガ
ア
ッ
タ
。
一
日

早
々
、エ
ン
ギ
ワ
ル
イ
」
と
し
た
上
で
、「
今

月
ハ
、
何
モ
カ
モ
目
茶
目
茶
ニ
ナ
ッ
タ
。
世

ノ
中
モ
一
変
ス
ル
事
ダ
ラ
ロ
ウ
」
と
し
、「
記

念
ス
ベ
シ
。
永
久
ニ
大
正
十
二
年
九
月
一
日

ヲ
�
」
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
年
の
感

想
で
は
、
横
浜
の
被
害
に
触
れ
つ
つ
、「
シ

カ
シ
、
人
ノ
力
ハ
強
イ
」
と
し
、「
十
月
、
十

一
月
、
十
二
月
ノ
間
ニ
刻
々
ト
復
興
シ
、ハ

ヤ
、
十
二
月
ニ
ハ
元
ノ
如
ク
ニ
ナ
ッ
タ
。
カ

ク
テ
、
大
正
十
二
年
ハ
終
ル
ノ
ダ
」
と
復
興

の
様
子
を
記
述
、
最
後
は「
来
年
ハ
、
十
五

ニ
ナ
ル
。
一
人
前
ノ
身
体
ニ
ナ
ル
ノ
ダ
」、

「
来
レ
、
大
正
十
三
年
」
と
締
め
て
い
る
。

謙
三
に
と
っ
て
関
東
大
震
災
は
生
涯
忘
れ

ら
れ
な
い
出
来
事
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
二
月
三

日
ま
で
震
災
時
の
『
佐
藤
謙
三
日
記
』
等

を
展
示
し
て
い
る
。
少
年
の
眼
を
通
じ
た

被
災
地
の
様
子
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
吉
田
律
人
）

資 料 館
だ よ り

関東大震災97周年
少年・佐藤謙三の震災体験

『佐藤謙三日記』に記された1923（大正
12）年 9 月の感想　脇屋まり氏蔵


